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１ 目 的 

 

北広島市では、平成 24 年に子どもの権利条例を制定し、子どもが自ら社会に参加

するため、家庭、育ち学ぶ施設、地域等の場で自分の意見を表明する機会を保障する

こととしています。 

本アンケートは、西部小学校と西部中学校をより良くするための方策を検討するた

め、当事者である児童生徒の学校の小規模化に対する認識、今後充実すべき教育活動

等を把握することを目的として実施しました。 

 

 

 

２ 対  象 

 

西部小学校５年生、西部中学校２年生 

 

 

 

３ 実施期間 

 

令和４年１２月２日から令和５年１月２０日まで 

 

 

 

４ アンケート方法 

 

１人１台端末を活用し Googleフォームにより実施 
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５ アンケート結果 

 

設問１ 回答者属性 

 

回答者数 ８１名（西部小学校５年生：３０名、西部中学校２年生：５１名） 

 

 

設問２ 現在通っている学校に満足していますか。  

 

「満足している」、「どちらかと言えば満足している」が、西部小学校では 96.7％、

西部中学校では 88.2％となっています。 

 

 

 

設問３ 上記の回答を選んだ主な要因について１つ選んでください。 

 

「満足している」、「どちらかと言えば満足している」を選んだ主な要因は、西部

小学校及び西部中学校とも「友人関係」が最も多くなっています（下図）1。 

「あまり満足していない」、「満足していない」を選んだ主な要因では、「授業」(2

件)、「担任の先生との人間関係」(1件)、「クラブ活動や部活動、児童会、生徒会活

動など」(1件)、「その他（校則）」(1件)となっています。 

                                                      

1 選択肢「上級生や下級生との人間関係」、「小中一貫教育の取組」と回答した児童生徒はいませんでし

た。また、「あまり満足していない」、「満足していない」については、回答数が少数であるため学校別

の結果は公表しないこととします。 
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設問４ 学校の小規模化等について 

 

令和 9年度には、西部小学校は児童数 173名、普通学級 6クラス（令和 4年度

比：△22名、△1学級）、西部中学校は生徒数 87名、普通学級 3学級（令和 4年度

比：△70名、△3学級）になると推計され、学校の小規模化がすすむ見込みです。 

 

学校の小規模化については、メリット（良い面）とデメリット（悪い面）の両面

の指摘があり、メリットとデメリットについて、児童生徒に、考えが近いものを回

答してもらいました2。 

 

小学生の回答は、「どちらでもない」から「メリットについて、どちらかと言えば

そう思う」に回答が集中しています。通学範囲については、小学校については、「自

宅から歩いて通える範囲」が多く、中学校については、「自宅から歩いて通える範

囲」が多くなっていますが、「バス等で通える範囲でも構わない」という回答も多く

みられ、二極化しています。

                                                      

2 選択肢は、「1:メリットについて、そう思う」、「2:メリットについて、どちらかと言えばそう思う」、

「3:どちらでもない」、「4: デメメリットについて、どちらかと言えばそう思う」、「5:デメメリットに

ついて、そう思う」の 5つ。 
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メリット 設問と回答（青：西部小、オレンジ：西部中） デメリット 

同級生と 

より親密になれ

る 

(1) クラス替えがないことについて 

 

人間関係が 

固定化すると思

う 

先生から一人ひ

とり丁寧に指導

してもらえる 

(2) 授業について① 

 

先生に頻繁に指

名される（発言

を求められる。 

同級生の発表に

ついてしっかり

聞いたり、質問

したりできる 

(3) 授業について② 

 

いつも似たよう

な意見ばかりで

新しい考えを知

ることができな

い 

一人ひとりの役

割や活躍する機

会が増え、成長

につながる 

(4) 学校行事等について 

 

一人ひとりの役

割などが増え、

負担になる 

ゆとりや安心感

など家庭的な雰

囲気のなかで成

長できる 

(5) 学校生活全般について 

 

クラス対抗など

良い意味で競っ

たり、切磋琢磨

する機会が少な

い 

自宅から歩いて

通える範囲が良

い 

(6) 小学校までの通学範囲について 

 

バス等で通える

範囲でも構わな

い 

自宅から歩いて

通える範囲が良

い 

(7) 中学校までの通学範囲について 

 

バス等で通える

範囲でも構わな

い 
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中学生の回答は、(2)授業について①、（3）授業について②、(4)学校行事等につ

いて、小規模のメリットについて肯定的な回答が多くなっていますが、一方で、(1)

クラス替えのないことによるデメリット（人間関係の固定化）を感じていることが

分かりました。 

通学範囲については、小学生の回答と同様、小学校については、「自宅から歩いて

通える範囲」が多く、中学校については、「自宅から歩いて通える範囲」と「バス等

で通える範囲でも構わない」という回答に、二極化しています。 

 

 

設問５ 今後、充実させたり、時間を増やすとよいと思う教育活動について 

 

今後、充実させたり、時間を増やすとよいと思う教育活動について、いずれの教

育活動についても、充実や時間数を増やすと良いと思うとの回答でした。 

とくに、「自分で調べたり、グループで調べたりする学習」及び「教科ごとに専門

の先生による授業」については、小中学生が共通して「そう思う」と回答していま

す。 

小学生では「クロームブック（Chromebook）を使った授業」、「小学生と中学生が

一緒に行う学習や活動」が高く、中学生では「グループでの話し合い活動や協力し

て行う授業」が高くなっています。 

 

設   問 回    答 

(1)教科書、板書やノートを使った

授業 

 

(2)自分で調べたり、グループで調

べたりする学習 

 

 

※凡例  … ■そう思う  ■どちらかと言えばそう思う  ■どちらかと言えばそう思わない 

        ■そう思わない  ■わからない 
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設   問 回    答 

(3)グループでの話し合い活動や協

力して行う授業 

 

(4)クロームブック（Chromebook）

を使った授業 

 

(5)少人数による授業や活動 

 

(6)教科ごとに専門の先生による授

業 

 

(7)上級生や下級生と一緒に行う学

習や活動 
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設   問 回    答 

(8)小学生と中学生が一緒に行う学

習や活動 

 

(9)保護者や地域の人など先生以外

の大人が参加する授業や活動 

 

 

 

設問６ その他学校に関する自由意見 

 

その他学校に関する自由意見として、次のような意見がありました。 

・小学校と中学校合体希望（西部小学校） 

  ・トイレの和式を洋式にしてほしい。できれば制服を可愛くしてほしい。 

  ・学校の道をきれいにしてほしい（先生の車が通るところ）。トイレを洋式にして

ほしい。 

  ・スキー授業を増やしてほしい。（以上、西部中学校） 
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